




















































































































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会・ＷＧ活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



「第５４回工業高校建築教育研修会」 －１９６９（昭和４４）年から毎年実施－

講義Ⅰ 「ものづくり」から「ものづかい」をまじえた建築教育の飛躍
田村 雅紀（工学院大学教授）

講義Ⅱ 大工塾の活動と文化財の耐震改修事例
山辺 豊彦（山辺構造設計事務所取締役会⾧）

講義Ⅲ いのちと建築構造に関するおはなし
川口 健一（東京大学生産技術研究所教授）

見学会 東京大学生産技術研究所駒場Ⅱキャンパス
川口 健一（東京大学生産技術研究所教授）
鹿島テクニカルセンター
中地 啓（鹿島テクニカルセンター校⾧）
郡司 岳人（鹿島建設株式会社建築管理本部建築企画部人事･教育グループ）

今後の取組
高等学校で建築教育に携わる全ての教員の資質・専門性向上を目指した研修会の実施と、
工業系高等学校の建築教育の活性化、高等学校を取り巻く各種課題の解決を目的とした
調査・研究・提言を継続していく。

高校建築教育調査研究ＷＧ

防災教育WG

「防災教育マトリクスによる学習目標の進化・体系化」
2019年度および2023年度 大会研究懇談会で、詳細を討論

マトリクス表記法の活用により、学習項目×発達段階に応じた学習目標の進展がわかる

ように記述をまとめ、成案とした。

「ルーブリック評価に基づく学習目標と達成度評価」
発達段階に応じて、防災教育目標をどの程度達成しているか、またおとなになるまでにど
のような教育目標を立て、深化していくか、ルーブリック評価手法を用いて、評価試行を実
施、ルーブリックをとりまとめた。

2023年度日本建築学会大会研究懇談会で成果発表

2025年度は、勉強会方式を中心に
先端的な防災・教育の取り組みを識者から学ぶことを目的としてゲストスピーカーを選定中

第２５回建築教育シンポジウム 
建築教育研究論文報告集 
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防災教育WGの目的
5

建築学の視座

学習目標 学習内容 学習方法

目的：発達段階に応じた防災教育の進化・深化

建築物
（ハード）

人・生活
（ソフト）

コミュニティ
（ソフト）

目標の可視化 発達段階考慮 達成度評価

目標：発達段階に応じた防災教育の体系化

(1)発達階に応じた防災教育マトリクスの概要

・防災教育:本学会が果たす重
要な役割の1つ
・2018年から日本建築学会 建
築教育委員会 防災教育WGに
おいて、「建築・都市と防災」
をテーマとした教材や教育事例
を収集し、分析を行い、大会で
成果を発表（2回）
・対象・目標に色づけして考察

3～ 歳頃

項目 小項目 各段の説明 乳児期 幼児前期
幼児後期

（幼稚園）

学童期

（小学校低学年）

学童期

（小学校中学年）

学童期

（小学校高学年）

青年前期

（中学校）

青年中期

（高等学校）

青年後期

（大学）
成人期

要配慮者 要支援者）

※高齢者 障害者、妊婦

乳幼児をもつ親、外国人

（居住・旅行）等

１．災害 歴史とこれからの大地震
過去に起こった地震とその特徴

れから起こる地震

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・その地域で過去にあった

地震のことを知る。

・過去にどのような災害が

あったかを調べる。

・地域の災害の話を聞く。

・災害の被害や特徴等を

理解す る。

・日本の地震発生地点を

知る。

・地域の災害の話を聞き、

被害や危険を理解する。

過去に起こった災害についてまとめる。

地域の災害について調べる。

地震災害の様子を予測する。

・過去 震災から備え等を学ぶ。

・地域の災害を伝える。

・地域の災害の歴史を地域の人から

聞き取り調査する。

・地域の地理的な特徴と災害の被害

について調べる。

・災害の被害を踏まえて危険を予測

する。

・地域でおこる災害を予測する。

授業の学習目標

・住む地域で地震後に起こ

りうる液状化現象に対し

て、子供が自分で自分の

命を守ることができるように

する（1）

・郷土 歴史や住んでいる

地域の地形をフィー ド

ワークを通じて理解し、災

害を予測する（1）

・自分たちのまちの歴史や

自然環境などについての

学習を通じて、郷土に対す

る理解や郷土を愛する心を

育み、減災へ繋げる（2）

東海・東南海・南海地震を見据え、地域の災害歴

史を学ぶことで、子供たちが災害 防災に対して

気づき」を持ち、その成果を地域にも還元できるよ

にす る（3）

自分たちのまち 歴史や自然環境などについて

学習を通じて、郷土に対する理解や郷土を愛す

る心を育み、減災へ繋げる（2）

過去 学区内で起こった大きな地震災害をもと

に、子どもにできる地域の防災を考える（4）

・身近な地域で起きた過去の大地震・

大津波を調べることによって、いつ災

害が起きても対応できるよう準備する

（5）

・実際に地震や津波が起こったときに

自分たちがどういう行動をとれば良い

のか考える（5）

・津波被害を経験し乗り越えてきた先

人の考えや思いを理解し、津波被害

の経験や記録を未来に伝える方法な

どを考える（5）

・地震の規模と地震の繰り返し間隔

との関係について理解す ることによ

り、地震に対する理解を深めるととも

に、防災意識を高め、正しく行動する

ことができる人材や災害時における

リーダーの育成を目指す（6）

風土に密接に関連した地す べり

の実態、および中央構造線による

地形変化などを理解し、今後起こ

りうる災害を予測し備える（7）

教材

・チ レンジ 防災4 (T1)

・考える防災教育(T2)

・青少年赤十字防災教育

プログラム「まもるいのち

ひろめるぼうさい」( 3)

・チ レンジ 防災48(T1)

・考える防災教育(T2)

・青少年赤十字防災教育

プログラム「まもるいのち

ひろめるぼうさい」( 3)

チ レンジ 防災48(T1)

考える防災教育(T2)

青少年赤十字防災教育プログラム「まもるいのち
ひろめるぼうさい」( 3)

・チ レンジ 防災48(T1)

・青少年赤十字防災教育プログラム

「まもるいのち ひ ろめるぼうさい」( 3)

・チャレンジ 防災48(T1)

・青少年赤十字防災教育プログラム

「まもるいのち ひろめるぼうさい」

( 3)

・チャレンジ 防災48(T1)

２．地震と津波、身を守る

２－１ ．地震と津波

震のメカニズム

津波のメカニズム

震・津波への対処の仕方

震後の二次災害

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・地震や津波の被災地の

様子を見 関心をもつ。

・基本的な地震や津波 し

くみを理解する。

地震 津波体験の話を聞いて、対応策につい て考

える。

・津波時の海水の動きを見る。

・地震・津波体験の話 聞いて、対応

策と備えの関係を理解する。

・津波発生時の状況と危険を発 理

解する。

・プレートテクトニクスや海溝など含

め、地震のメカニズムを知る。

・海水の運動や循環を理解する。

・振動の伝わり方を理解する。

・建物の揺れと液状化 関係を知

る。

・地震後の二次災害と 難行動、安

全の確保 関係を理解する。

過去に大きな地震が発生していな

い場所での地震の発生メカニズ ム

や発生可能性を確認する。さらにそ

の場合での被害を想像予測し、対

応策を考える。

・過去に大きな地震が発生してい

ない場所での地震の発生メカニ

ズムや発生可能性を確認する。

さらにその場合での被害を想像

予測し、対応策を考える。

乳幼児をもつ親） 大地

震、大津波が発生した場合

の乳幼児に関す る二次災

害の発生可能性について

理解し、対応する。

．地震火災

震火災の原因（通電火災等）

対応行動

初期消火

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・火災に気がついたら大き

な声で「火事だ 」とさけん

で、まわりの人に知らせ

る。(23)

・火災で出る煙が有害であ

ることや上にあがる性質を

理解し、煙から逃げること

ができる。(23)

・火災による危険やその場

に応じた避難の基本的な

行動を理解し、特に自分と

して気を付けることを決め

られるようにする。( 3)

・火災に気がついたら大き

な声で「火事だ とさけん

で、まわりの人に知らせる

ことができる。( 3)

・火災で出る煙が有害であ

ることや上にあがる性質を

理解し、煙から逃げること

ができる。(23)

・火災に気がついたら大き

な声で「火事だ とさけん

で、まわりの人に知らせる

ことができる。(23)

・火災で出る煙が有害であ

ることや上にあがる性質を

理解し、煙から逃げること

ができる。(23)

火災に気がついたら大きな声で「火事だ 」とさけ

んで、まわりの人に知らせることができる。(23)

火災 出る煙が有害であることや上にあがる性

質を理解し、煙から逃げることができる。(23)

・地震火災とその対策について理解で

きる。(26)

・通電火災とその対策について理解で

きる。(26)

同時多発火災について理解できる。

(26)

・地震火災とその対策について理解

できる。(26)

・通電火災とその対策について理解

できる。(26)

同時多発火災について理解でき

る。(26)

地震火災とその対策について理解

できる。(26)

通電火災とその対策について理解

できる。(26)

同時多発火災について理解でき

る。(26)

・地震火災とその対策について理

解できる。(26)

・通電火災とその対策について理

解できる。(26)

同時多発火災について理解でき

る。(26)

「火事かな？と気づ くこ

」、「知らせること」 「逃

げること」 「命が大事」に

ついて理解できる。(27)

．避難（・避難行動）

緊急地震速報

震災害時の避難行動、避難先

までの避難（津波、火災、建物倒

壊の場合を書き分け）

バイアス

難場所

災害時の避難計画

帰宅困難者

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・自分の身は自分 守る意

識付け

・避難経路・場所と避難方

法を知る。

・学校で避難した場合の家

族への連絡方法を知る。

・地域の危険を理解した上

で、避難経路・場所、避難

方法について考える。

・避難場所への避難を体

験する。

地域の危険を理解した上で、災害の種類別に自

の避難計画を立てる

家族や友人 周囲の人々の避難について考える

緊急地震速報や津波警報、避難指示に関する知

識習得

・地域の危険を調べ、避難場所や避

難 路を示した防災パン レットを作

成する

・年少者や高齢者の避難に何ができ

るかを考える。

・安全に避難できる街にするにはど

うすればいいか考える

・自分たちにできることを考える

災害時に避難しやすいまちづくり

への理解を深める

帰宅困難者避難訓練 実施

・災害時に避難しやす いまちづく

りへの理解を深める

・帰宅困難者避難訓練の実施

妊娠中の避難に伴うリスク

を理解し避難計画を立てる

．避難所

難所の役割

難所となる 的機関の備え

学校が避難所になったときの状

況

難所の生活、自分たちにでき

ること

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・避難所の場所を知る

・避難所の場所を知る

・災害時の避難所の状況

を知る

・避難所で自分や家族の

生活（自助）を考える

・災害時の避難所の状況

を知る

・災害時の避難所の状況と

公助の役割を理解する

・避難所の生活を体験する

・避難所で自分にできるこ

と（共助）を考える

災害時の避難所の状況を考える

災害時の避難所の状況と公助の役割を理解する

避難所の生活を体験す る

避難所で自分にできること（共助）を考える

・災害時の避難所の状況を考える

・テントや仮設トイレの設営等、避難

所の設営体験を行う

・避難所や備蓄倉庫の備蓄品を確認

する

・公助による物資の支援等を調べる

・避難所の生活を予測して必要な備

えを考える。

・避難所での助け合いと避難所の役

割を考える。

・学校が避難所となった場合の状況

を予測する

・学校が避難所になった場合 困難

な状況において地域の人に何ができ

るかを考える

・自分たちにで

・避難所での活動を小学生に教える

学校が避難所となった場合の状況

を予測する

学校が避難所になった場合 困難

な状況において地域の人に何がで

きるかを考える

自分たちにできることを考える

避難所での活動を他世代に伝える

・学校が避難所となった場合の状

況を予測する

・学校が避難所になった場合、困

難な状況において地域の人に何

ができるかを考える

・避難所の運営方法を考える

・避難所での活動を他世代に伝

える。

避難所での生活をイメー

ジし、必要な備えを行う

避難所での生活で子ども

の生活をどう守れるかを考

る

避難所での生活を円滑に

行えるよう 周囲と相談で

きる

避難所での生活をよりよ

す るよう考え、必要な支援

受けられるようにする

．情報の活用

家族の連絡方法

情報 収集方法

災害時の情報

デ マ

難所の情報掲示板、役所等の

情報掲示

安否確認

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

「防災」について、正しい

情報を知る・広める

「防災」について、正しい

情報を知る・広める

「防災」について、正しい

情報を知る・広める

・災害情報を得る

防災」について、正しい情報を知る・広める

災害情報を得る

情報をもとに、発災時の行動を考える「思考」を学

ぶ

「防災」について、正しい情報を知る・

広める

・災害情報を得る

・広 災害情報を収集してそれをもと

に、自然と人間のかかわり方 につい

て、また発災時の行動を考える「思

考」を学ぶ

・不確か、不正確な情報も集まること

を知り、比較分析、推論し情報を整

理、精査す る

・自分たちで防災情報を作る

・リスクについて知る

・命と生活を守るために必要な情報を

把握し、それらにアクセスできる

「防災」について、正しい情報を知

る・広める

・広く災害情報を収集してそれをもと

に、自然と人間のかかわり方 につい

て、また発災時の行動を考える「思

考」を学ぶ

・ 確か、不正確な情報も集まること

を知り、比較分析、推論し情報を整

理、精査する

・自分たちで防災情報を作る

・リスクについて知る

・命と生活を守るために必要な情報

を把握し、それらにアクセスできる

防災」について、正しい情報を知

る・広める

情報をもとに、発災時の行動を考

える「思考 を学ぶ

不確か、不正確な情報も集まるこ

を知り、比較分析、推論し情報を

整理、精査する

防災情報収集 内容、手段などの

題を考える

命と生活を守るために必要な情報

を把握し、それらにアクセスできる

「防災」について、正しい情報を

知る・広める

・情報をもとに、発災時の行動を

考える「思考」を学ぶ

・ 確か、不 確な情報も集まる

ことを知り、比較分析、推論し情

報を整理、精査する

・命と生活を守るために必要な情

報を把握し、それらにアクセスで

きる

要配慮者自身が避難に

参加し、主体的に情報を得

る

命と生活を守るために必

要な情報を把握し、それら

にアクセスできる

障害者 外国人などが防

災情報にアクセスできるよ

な仕組みづ くり

．救命・救助

助（救助する側／救助される

側）

応急手当

安否確認

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・初期対応の重要性を学

ぶ 当初色）

・子供の防災に対する興味

を育み 防災サバイバル力

を育成する（当初色）

子供の防災に対す 興味を育み 防災サバイバ

ル力を育成する 当初色）

・人命を救う方法や健康 安全に暮

らすための知識と技術を学ぶ

人命を救う方法や健康 安全に暮

すための知識と技術を学ぶ

・人命を救う方法や健康で安全に

暮らすための知識と技術を学ぶ

．地域防災力（共助）
助（地域で助け合う）

企業防災

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・地域交流 機会を通じ

て、地域へ 愛着を育む

防災訓練を含む地域の

交流の機会を通じて、地域

へ 愛着を育む

防災訓練を含む地域の

交流の機会を通じて、地域

防災への関心を育む

防災教育の機会を通じて、地域の災害リスクや

防災資源を知る

避難所宿泊訓練等に参加する。

避難所で小学生ができることを考える。

防災教育 機会を通じて、共助の意

義や内容、地域の災害リスクや防災

資源、を学ぶ。

・地域防災活動に参加する。

・中学生が地域防災や災害支援でで

きることを考える。

防災教育の機会を通じて、共助の

意義や内容につい 学ぶ。

・自主的に、災害 防災ボランティア

に参加す る。

・高校生が、 域防災や災害支援で

できることを考える。

防災関連講義を通じて、共助の意

義や内容について深く学ぶ。

自主的に、災害 防災ボランティア

に参加する。

災害 防災ボランティア、大学や企

防災について考える。

防災訓練を含む地域の交流の

機会を通じて、地域への愛着や

地域防災への関心を高める。

防災講座等を通じて、共助の意

義や内容について学ぶ。

・地域防災活動に参加し、運営に

携わる。

・企業防災活動に参加し、業務継
続や地域貢献に携わる。

９．被災生活

被災生活（在宅避難、テ ト泊、

車中泊）

衛生（避難所等一般住宅含む）

なりわい（仕事）の復興

復旧と復興

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・災害が発生すると、生活

環境が変わる可能性があ

ることを知る。

・災害が発生すると、生活

環境が変わる可能性があ

ることを知る。

・災害が発生すると、生活

環境が変わる可能性があ

ることを知る。

・被災時に、いのちを守りつ

なぐために生活環境を変え

る可能性があることを知

る。

助け合いの大切さを知

る。

・被災時に、いのちを守りつ

なぐために生活環境を変え

る可能性があることを知

る。

助け合いの大切さを知

る。

・被災生活を支える知識を

学び、減災へつなげる。

・被災時に、いのちを守りつなぐために生活環境を

変える可能性があることを知る。

・被災生活を支える知識と自宅での生活を続ける

ための方策を学び、減災へつなげる。

・他者 配慮する視点を養う。

・被災時に生活や仕事の環境が変わ

ることを知る。

・被災時の生活環境を維持・改善する

ために備える。

・他者 配慮する視点を養うとともに、

共助の担い手としての知識を得る。

・被災生活 実態を理解する。

・被災時の生活環境を維持・改善す

るため、自身と他者のために正しく行

動する。

・被災生活の実態を理解する。

・被災時の生活環境を維持・改善す

るため、専門性を活かして、自身と

他者のために正しく行動する。

・災害発生時の生活・業務の継

続と早期復旧・復興の重要性を

理解する。

・今後起こりうる被災生活と生活

再建、まちの復旧・復興過程をイ

メージし、その状況を改善す るた

めに備える。

・自宅や避難所等での被

災生活をイメージし、域外

避難も視野に備える。

１０．心のケア 心のケア

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・被災するとつらい気持ち

や悲しい気持ちになること

は誰にでも起こることを知

るとともに リラックス法を

身につける(T68)

・被災す るとつらい気持ち

や悲しい気持ちになること

は誰にでも起こることを知

るとともに リラックス法を

身につける(T68)

・被災による悲しい気持ち

や怖い気持ちを、身近な人

とのふれあいで自分の心

温かくす る方法を身につけ

る(T68)

・被災による悲しい気持ちや怖い気持ちを、身近な

人とのふれあいで自分の心を温かくする方法を身

につける(T68)

・ 常 トレス及び災害 トレスへの対処法につい

学習し 望ましい対処により、さまざまな強いスト

レス 応をコ トロールできることを学ぶ（T70）

・ストレスとの付き合い方について理

解させる(T68)

・自分自身や仲間に関する トレスの

原因や トレス症状等を考えさせると

同時に、ストレスに対処するための

様々な方法を生徒自身が実践できる

ようになること（T69）

・日常 トレス及び災害ストレスへの

対処法について学習し、望ましい対処

により、さまざまな強いストレス反応を

コ トロールできることを学ぶ（T70）

・災害などにより、強いストレスを受

けたときの心の変化と心のケアにつ

いて理解し、支援者としての接し方に

ついて学ぶ( 68)

・日常ストレス及び災害 トレスへの

対処法につい 学習し 望ましい対

処により、さまざまな強い トレス反

応をコ トロールできることを学ぶ

（T70）

１１．建物の対応

住宅の簡易耐震診断

新耐震・旧耐震の設計手法

建物に使用されている技術

家庭での災害に対する備え 備

蓄

家具の転倒防止など事前の備

え

ハザードマップの理解と活用

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

・災害が起きた時 家でな

にが起こるかを知る

・災害が起きた時 家でな

にが起こるかを知る

・災害が起きた時に何が起

こるかを想像できる

興味を持たせる

・映像などで建物災害を理

解する

・映像や模型など教材で、

メカニズムを理解する

・災害が起きた時に何が起こるかを想像できる

興味を持たせる

・映像で建物災害を理解する

・映像や模型など教材で、仕組みを理解する

・災害が起きた時に何が起こるかを想

像できる

・家具 転倒防止など家族と話し実

践する

・耐震診断の知識

・建物の構造と災害時の力 耐震技

術の知識を学ぶ 興味をもたせる

・（起震車などの）体験なども有効

・災害が起きた時に何が起こるかを

想像できる

・家具の転倒防止など家族と話し実

践する

・耐震診断の知識

・建物の構造と災害時の力、耐震技

術の知識を学ぶ 興味をもたせる

・（起震車などの）体験なども有効

・災害が起きた時に何が起こるかを

想像できる

・家具の転倒防止など家族と話し実

践する

・耐震診断の知識

・建物の構造と災害時の力 耐震技

術の知識を学ぶ 興味をもたせる

・家具の転倒防止など実践する

・建物の危険性を知る

・建物の構造と災害時の力など

について、耐震技術の知識を学

ぶ

・家具 転倒防止な 実践する

・住宅 簡易耐震診断を実施

・耐震改修の実践

建築防災教育 学習目標 発達段階×学習項目 MATRIX
2023/3/07 防災教育WG

0～ 歳頃

２－２．身を守る（自助）

ダンゴムシのポーズ

緊急地震速報での行動

揺れているときに身を守ること

※自助とは、自分と家族を守るこ

ととする。また企業や大学等の

組織内の自衛を含む

※共助は自助以外の助け合いを

指し 「地域防災力」にて記述

※公助は、全般にわたるものとし

て、特別 欄を設けない

学習目標の進展、他領

域との連携学習などに

関する記述

園生活を通して 安全、危

険な場所や行動を理解す

る。( 3)

・災害時に落ち着いて教職

員の指示を聞き、避難行動

がとれるようになる。( 3)

・地方自治体の住宅耐震化助成

制度について知る。

・被災者に対する支援制度につ

いて知る。

・家 中の安全対策ができる。

・各種警報、注意報の種類と内容

を理解し、対応できる。

・被災した場合の生活再建にか

かる費用を知っている。(21)

・保険・共済の補償対象・補償内

容を理解できる。(21)

・災害に対する家庭での備えが

できる。(22)

障害のある児童生徒等に

ついては 障害の状態、発

達 段階、特性及び 域

の実態等 応じて、 危険

な場所や状況を予測 回避

したり、必要な場合には援

助を求めることができるよ

にする。( 3)

防災に関する日常の備えを見直し、

災害に対して適切な行動ができるよう

になる。( 3)

・ 応急手当の技能を身に付け、自己

の安全ばかりでなく他の人々の安全

にも配慮できるようになる。( 3)

・世界や日本の主な災害 歴史や

原因を理解するとともに、災害時に

必要な物資や支援について考え、日

常生活や災害時に適切な行動をとる

ための判断に生かす ことができる。

( 3)

・地方自治体の住宅耐震化助成制

度について知る。

・被災者に対する支援制度について

知る。

・家の中 安全対策ができる。

・各種警報、注意報の種類と内容を

理解し、対応できる。

・被災した場合の生活再建にかかる

費用を知っている。(21)

・保険・共済の補償対象・補償内容

を理解できる。(21)

・災害に対する家庭での備えができ

る。(22)

・災害時に、自分の身を守

る方法を理解できるように

なる。( 3)

・災害による危険を感じ、落

ち着いて大人の指示を聞く

などして、適切な行動がと

れるようになる。( 3)

・家での備えができるよう

になる。( 3)

・災害について理解し、災

害時に自分自身で自分の

身を守ることができるように

なる。( 3)

・災害時には 周囲の人々

と協力して身を守ることが

できるようになる。( 3)

・学校 家での備えができ

るようになる。( 3)

・地域の災害の特性や防災体制について理解でき

るようになる。( 3)

・災害時に起こりうる危険を予測し、災害時には、

自らの身を守る行動ができるようになる。( 3)

災害時には 周囲の人々の安全にも配慮できる

ようになる。( 3)

・学校 家での備えができるようになる。( 3)

地域×関心

地域×知識

地域×応用

自分×関心 知識 家族 地域×知識

自分×関心

自分×知識

家族×関心

家族×知識

自分×応用 家族×応用

【凡 例】

地域×経験 自分×経験 家族×経験

【凡 例】

地 域 × 関⼼ ⾃ 分 × 関 ⼼ 家 族 × 関⼼

地 域 × 知 識 ⾃ 分 × 知 識 家 族 × 知 識

地 域 ×経験 ⾃分× 経験 家族× 経験

⾃分 × 関⼼・ 知識 家族・ 地域 × 知識

地 域 × 応 ⽤ ⾃ 分 × 応 ⽤ 家 族 × 応⽤
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近現代建築アウトリーチＷＧ

東京建築祭・京都モダン建築祭
• 京都モダン建築祭｜2025年11月1日(土）―9日(日）｜実行委員長：笠原一人

• 東京建築祭｜2025年5月17日(土)ー25日(日)｜実行委員長：倉方俊輔

東京建築アクセスポイント
• 見学会

• 朝日カルチャーとの連携企画他

海外での建築普及・教育に関する意見交換会
• イリノイ工科大学 での建築教育｜田口純子

• フィンランドにおける建築博物館等に関する調査｜和田菜穂子
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デザイン／ビルド教育ＷＧ

WGメンバー：
萩野紀一郎 （富山大学）

岩城和哉 （東京電機大学）
宇野勇治 （愛知産業大学）

畑中久美子 （岐阜市立女子短期大学）
柳沢究 （京都大学）

山本裕子 （ユタ大学）
土屋真 （東京都立大学）

山本圭介（東京電機大学）
石川恒夫 （前橋工科大学）
山田宮土理 （早稲田大学）

當眞千賀子 （九州大学）
元岡展久 （お茶の水女子大学）

岸本耕 （鯰組）

【2019年度～これまでの活動】
・事例収集、報告会を実施
・2020年シンポジウム・2021年PDを実施

→デザイン／ビルド教育の多様性を確認

【背景・動向】
・コロナ禍→ポスト・コロナ禍

【2025年度のテーマ】
・21年度大会PDを展開させ、出版を目指す

－デザイン／ビルド教育の体系化＋収集した多様な事例の整理
・ポスト・コロナ禍におけるデザイン／ビルド教育
・BIM、デジタルファブリケーション vs. 手づくり

2022年度～24年度はWGとしての活動が活発に行えず、
2025年後半にWG開催予定、2026年度の大会PDを模索

デザイン／ビルド教育ＷＧ

2019年度－WGキックオフ、シンポジウム開催協力、学会大会PD準備

・ 事例研究（岩城和哉/宇野勇治の発表）

・ シンポジウム協力 「手で考えて身体でつくる－これからの建築教育、フランスの実例と日本との交流から」

2020年度－ WG活動継続、学会大会PD準備→中止→再準備

・ 事例研究（柳沢究/石川恒夫/山本裕子/山田宮土理/土屋真の発表） ・ 各メンバーのコロナ禍での活動報告

2021年度－ WG活動を更新、名称を「デザイン／ビルド教育WG」に、

・ 事例研究（畑中久美子/勝然美紀/安田治文/竹内由紀の発表）

・ 大会PDの資料集作成作業－発表者を含め31編の寄稿を集め、デ一タ販売

・ 2021/09/09 大会PD「手で考えて身体でつくる－デザイン／ビルド教育の多様性と可能性」開催

・ 2021/03/08 セミナー共催 「『ともにつくる』ことがひらく住まいの可能性、河野直講演」

〈WGメンバーの活動〉

・ 2021/04 石川恒夫先生、日本建築学会建築賞受賞（教育貢献）

・ 2021/11/04 同上記念シンポジウム、WGメンバー：山田宮土理、萩野紀一郎が参加

・ 2022/01～02 ゼミ展2022（東京ミッドタウン）：萩野紀一郎が「手で考えて身体でつくる」出展

2022年度

〈WGメンバーの活動〉・ 2023/01 萩野紀一郎：「手で考えて身体でつくる建築教育」で木の建築賞受賞、他

2023年度

・ 2023/11/11 教育シンポ「手で考えて身体でつくる建築教育－デザインビルド・ユタや国内の事例から」

2024年度

・ 2024/8/27大会研究懇談会「DXを活用した建築教育の手法と技術の課題と可能性」に参加
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DX情報教育手法・技術ＷＧ

2025年度の活動

• DXを活用した建築教育の手法と技術の課題と可能性
前WGでは、これまで開発されてきたDX（デジタル・トランスフォーメーション）の知識・手法・

技術を建築教育にいかに生かすべきか、情報共有と議論をしてきた。

多様なコミュニケーション、分野横断を促進するDXを、教育機関や企業等諸機関、さらには

一般市民をも対象にした、社会ニーズをとらえた先進的な教育機会を創出する情報基盤と

して、さらには社会課題を解決する技能・技術を開発する技術的基盤として生かす手法・技

術について情報共有し、教育手法開発・技術進展につながる活動を目的とする。

・2025年度 〇 大学等教育機関および企業にまたがる建築情報マネジメントの先進的事例を

収集し必要とされる教育の必要性について議論した。

〇 情報システム技術委員会／建築情報教育小委員会と連携

〇 大会建築教育部門PD「DXを交えたものづくり・ものづかいの生産教育

アップデート」に共同参加。

森元一委員主題解説 「省人化・省力化に資するデジタル教育の展開」

２０２５年度 日本建築学会 建築教育委員会

材料教育検討ＷＧ活動報告（2025.11.1)
ＷＧ主査：田村雅紀（工学院大学）

建築教育委員会・材料教育検討WGほか
(連携 関東支部・材料施工委員会・人材サステインＷＧ）
田村 雅紀（工学院大学） 主査
位田 達哉（国士舘大学） 幹事
岡 健太郎（職業能力開発総合大学校） 幹事

宮田敦典（日本大学） 荒巻卓見（ものつくり大学）
藤沼智洋（関東学院大学） 田中章夫（日本工業大学）
國枝陽一郎（東京都立大学） 福田眞太郎（東京科学大学）
石原沙織（千葉工業大学） 佐藤幸惠（東京都市大学）
横井健 （東海大学） 兼松学 （東京理科大学）
小山明男（明治大学） 永井香織（日本大学）

2025年度 全国大会・九州PD開催
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主旨説明～講演

講演・討論～まとめ

今後予定
・学会受賞者勉強会
・ゼネコン研究所訪問
・対面活動ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会
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建築教育シンポジウムＷＧ

第25回建築教育シンポジウム実施

日時：2025年11月1日（土）13:00～17:30

場所：オンライン（Zoom）

第１部：招待講演 13:00～14:30

『コンピュテーショナルデザイン・AIと建築教育

：建築情報学に関する授業と研究の紹介』

招待講演者：山田悟史先生（立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 准教授）

第２部：教育研究発表 14:40～16:20

教育研究の推進のため教育論文発表

発表件数：8件（建築教育、設計教育、子ども教育、市民教育等）

第３部：小委員会・ＷＧの活動報告 16:30～17:30
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第 25回建築教育シンポジウム 

『コンピュテーショナルデザイン・AI と建築教育』 

 (一社)日本建築学会 建築教育委員会 主催 

日時：2025 年 11 月 1 日（土）13：00～17：30 
会場：オンライン（Zoom） 

建築教育委員会は、これまで広く建築教育に関して協議・研究・調査・発表・建議などを行い、建築教育の向上に寄与

することを目的に様々な活動を実施してきました。本委員会では建築専門教育、住環境教育、市民教育、並びに教育制度、

教育手法など広く建築教育に関する研究、報告を募集し「建築教育シンポジウム」を開催します。本シンポジウムでは教

育研究発表以外に、各 WG の活動報告、特別企画として「コンピュテーショナルデザイン・AI と建築教育：建築情報学」

というテーマの招待講演を実施します。 

第１部 招待講演 13:00～14:30 

「コンピュテーショナルデザイン・AI と建築教育：建築情報学に関する授業と研究の紹介」 

建築分野において、情報技術の急速な発展と AI の台頭により、従来の設計手法や教育体系に大きな変革が求められてい

ます。デジタル技術を活用した設計プロセスの効率化や高度化が建築実務の標準となりつつある一方で、建築教育の現場で

は、限られた時間の中でこれらの新しい技術分野をどのように取り入れるべきか、多くの教育機関が模索を続けています。 

本講演では、こうした課題に先駆的に取り組まれている山田悟史先生に、建築教育・研究におけるデジタル技術・情報学導

入の実践例を通じて、その可能性と課題についてご紹介いただきます。 

招待講演者のご紹介  ～ 山田悟史先生からのメッセージ ～ 

紹介内容は、私が実施している「建築情報学」分野の授業群です。主なキーワ

ードは、プログラミング・3Dモデリング・コンピュータグラフィック・BIM・環

境シミュレーション・プロシージャルモデリング・データサイエンス・AIです。

紹介する内容は、シラバス・スケジュール・教材、学生さんたちの提出物・戸惑

いを含む感想や行動です。建築情報学 研究室の研究や、私が日々感じている情

報科学の発展が教育に与える良い影響、懸念・苦悩も紹介させて頂きます。多く

の建築系学科のカリキュラムは、建築・都市教育の充実のため、一級建築士要件

を満たすため、教員・学生の双方において過密になっていると思います。講演者

が所属する立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科も同様です。それでも建

築教育への「建築情報学」の導入は、社会的な要請に応えるという意味での必要

性だけでなく、教育的な意義も高いと考えています。導入に関する議論の拡大の

契機になれば幸いです。 

山田 悟史 先生 (Satoshi YAMADA)  立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 准教授 

2009 年 3 月 日本大学 博士後期課程修了 博士(工学) 。 立命館大学 理工学部 助教、中央大学 理工学部 助教、早稲田大学 人

間科学部 助教、立命館大学 任期制講師を経て、2022 年 4 月から現職。 研究目標に「建築家をコロス、できれば建築もコロス」 を掲

げて「建築情報学 研究室」を主催し、「建築情報学による人・建築都市デザインの維持と拡張」のために研究と教育に従事中。

第２部 教育研究発表 14:40～16:20 
『大学教育』：大学における建築教育、設計教育、住環境教育、教育制度など 

『建築教育一般』：実務教育、市民教育、こども教育、体験型授業など 

第３部 委員会・ＷＧ活動報告 16:30～17:30 
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第 25回建築教育シンポジウムプログラム 

 

第１部 招待講演 13:00～14:30 

「コンピュテーショナルデザイン・AI と建築教育：建築情報学に関する授業と研究の紹介」 

ご挨拶 長澤夏子（建築教育委員会委員長） 

ご講演 山田悟史先生（立命館大学理工学部准教授） 

 

第２部 教育研究発表 14:40～16:20 司会：高橋彰（大阪大学） 

14:40 

「大学院における調査研究・設計教育の連携と地域デザイン提案」 

野口直人 小沢朝江（東海大学） 

14:52 

「高学年次の個人で取組む設計演習課題の実践と考察」 

江川香奈 木村敦 吉田雪乃 岩城和哉（日本大学 東京電機大学） 

15:04 

「プログラミング教育を活用した初等防災教育教材の開発 

―小学校における防災教育の積極的な展開を目指して―」 

小久保彰 石川孝重 平田京子（国士舘大学 日本女子大学） 

15:16 

「ワークショップを通じたものづくり教育の実践的研究 

－皆野町におけるイスづくりワークショップを事例として－」 

大竹由夏（ものつくり大学） 

15:28 

「中学校家庭科住居領域における平面作成授業の学習効果 

―授業実践に基づく検討―」 

塚見淑子（和洋女子大学） 

15:40 

「環境に配慮した建築設計のための建築系学生用の授業プログラムの開発 

－授業への実測調査と数値解析（CFD）の導入の影響－」 

髙田眞人 植田崇旦 林篤宏（熊本大学） 

15:52 

   「建築設計製図演習における画像生成 AI を活用した建築教育 

―建築系大学生による情報検索ツール間の比較を通して―」 

林和典 山田崇史（近畿大学 横浜市立大学） 

16:04 

「VR による多人数での建築作品観察時の発話特性に関する研究」 

小林諒馬 下川雄一（株式会社グローバル BIM 金沢工業大学） 

 

第３部 委員会・ＷＧ活動報告 16:30～17:30 司会：安福健祐（大阪大学） 

高校建築教育調査研究 WG：田中和夫（東京都立田無工科高等学校） 防災教育 WG：平田京子（日本女子大学） 

近現代建築アウトリーチ WG：亀井靖子（日本大学）   デザイン／ビルド教育 WG：萩野紀一郎（富山大学） 

DX 情報教育手法・技術 WG：澤田英行（芝浦工業大学） 材料教育検討 WG：田村雅紀（工学院大学） 

建築教育シンポジウム WG：高橋彰（大阪大学） 

 

閉会 17:30 

 

第２５回建築教育シンポジウム 
建築教育研究論文報告集 

 
- 90 -

日本建築学会２０２５年１１月



第 25 回建築教育シンポジウム 

参加費
会員1,200円 ／ 会員外1,320円 ／ 学生（会員）1,000円 ／ 学生（会員外）1,100円

定員
100名（申込順） 

申込方法および

申込締切

WEB事前申込み

申込みページ：https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=706319  
【申込締切 ： 2025年１0月29日（水)まで】  

支払方法
クレジットカード決済のみ

Web申込み時にクレジットカードを選択し、表示画面のとおりにお支払いを完了してください。 

領収書 Web 申込み後にメールで発行される「申込み受付完了通知」に記載の URL からダウンロ

ードが可能です。

※領収書の宛名は、申込み画面の［領収書宛名］欄に入力された名称となり、申込完了後の宛名変更

は出来かねますのでご注意ください。

参加方法
Zoomミーティングを用いて開催いたします。会員の方はお申込み時にサインインしたメー

ルアドレス宛に、それ以外の方はお申込み時に入力したメールアドレス宛に、開催数日

前に Zoom の参加用 URL をお送りします。

●申込み・参加にあたっての注意事項

・本催し物は、参加費事前払いによる申込制です。

・ 申込み完了後の参加費の返金はいたしかねます。

・視聴には PC やタブレットなどの端末と、インターネット環境が必要です。安定したネットワーク環境で視聴してくださ

い。通信料は参加者のご負担となります。なお、受信側の PC・タブレット等の障害や、インターネット回線の障害に

より接続不良が生じた場合でも、返金はいたしませんのでご了承ください。

・発表資料や受信映像の保存（スクリーンショット、カメラ撮影等）、録音、再配布は禁止です。

・参加用 URL 等をシェアすることは固くお断りいたします。各人でお申し込みください。

・ 外部公開を目的とせず、委員会内の記録用として、Zoom を録画させていただきます。予めご了承ください。

・ 録画配信ではございませんので、開催後の視聴はできません。

・ 開催 20分前から入室可能ですので、当日は早めに接続して、音声・映像等がきちんと流れるか確認されること

を推奨します。

・Zoom を初めて利用される方は、下記 URL から事前にアプリのダウンロードをお願いいたします。既にダウンロ

ード済みの方も、最新のバージョンにアップデートをお願いいたします。

Zoom ダウンロードページ https://zoom.us/download
・ Zoom 公式サイトでテスト接続が可能です。申込み前に必ずご確認ください。

Zoom 接続テストページ https://zoom.us/test
・ Zoom の使用方法、動作環境に関するご質問にはお答えできません。接続に関してご不明な点は Zoom ヘル

プセンターをご参照ください。

Zoom ヘルプセンター https://support.zoom.us/hc/ja

問合先   日本建築学会 事務局 事業グループ 五領田

〒108-8414 東京都港区芝 5-26-20  
TEL:03-3456-2056 FAX:03-3456-2058 E-mail: goryoda@aij.or.jp
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       編 集
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                  〒108-8414 東京都港区芝 5 丁目 26 番 20 号 

                                        TEL  03-3456-2051 
                                        FAX  03-3456-2058 

https://www.aij.or.jp/ 
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